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新人教育にあたって 
 

法人診療技術部門長の挨拶 

 

この度はご入職いただき、ありがとうございます。心から歓迎いたします。 

さて、みなさんは国家資格を保有した専門職ですが、まだスタートラインに立ったに過ぎません。

これからいろいろな経験や学習をし、一人前の医療者になっていかれますが、きちんとやっていけ

るのか不安だと思います。でも安心してください。新入職員を育てるのは我々の責務です。そこで、

誰もが同じように成長できるよう、教育プログラムを作成しました。我々はこの教育プログラムに沿

って精一杯指導をし、みなさんの成長の手助けをしますので、それにお応えいただき、より多くの

ことを習得いただければ幸いです。 

                                       法人診療技術部門長 飯村 秀樹 
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組織図 
公益財団法人筑波メディカルセンター組織図 

 

筑波メディカルセンター病院組織図 

 

 

法人教育・研修委員会主催新人オリエンテーション内容（２０２０年度実績） 

 研修期間 7日間 

 研修内容 

  1日目 公益財団法人紹介、各事業部署紹介、各部門紹介、臨床研修医制度紹介 

  2日目 避難訓練、ＢＬＳ/ＡＥＤ、健康診断、部門間体験 

  3日目・4日目 外部講師講義（フレッシュパーソン研修） 

  5日目 接遇・マナー研修、ＢＬＳ/ＡＥＤ、健康診断、部門間体験 

  6日目 労働安全衛生管理講義、個人情報保護講義、ハラスメント研修、医療制度講義 

チーム医療講義、勤怠管理システム操作説明 

  7日目 医療安全・感染管理講義、ストレスマネジメント研修、人事評価制度説明 

       福利厚生説明 
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公認心理師 
 

1、概要（オリエンテーション） 

公認心理師は、心理学および精神医学の知識と技法をもつ心理の専門職としてコミュニケーショ

ン技能を活用し、①患者の心理社会的問題、精神症状を評価し、②チーム医療の一員として他職

種に患者の心理状態や心のメカニズムを解説し、③対処方針を検討し、④心の問題を緩和させる

介入ができることが求められる。対象は、患者の問題のみならず、患者－家族の問題、患者－医

療者関係の問題も含まれる。 

教育においては、患者や関係者と協働関係を形成し問題解決ができる人材の育成を目的とする。 

 

2、教育項目 

教育担当者の指導のもと、下記の業務について学ぶ。 

・精神科リエゾンチーム活動： 依頼患者について情報収集とアセスメント、精神科医への情報提

供、回診およびカンファレンスへの参加、チーム加算に関わる事務的作業、心理的支援が必要な

ケースへの介入、他職種との連携など 

・緩和ケア支援チーム活動： 回診およびカンファレンスへの参加、心理的支援が必要なケースへ

の介入、他職種との連携など 

・診療科医師より直接介入依頼があるケース： 心理面への介入（アセスメントと支援）、依頼科お

よび関係者への説明、情報共有など 

・小児科領域での心理検査実施と検査所見の作成、結果と支援方法について家族など関係者へ

の説明など 

・救急領域やがんおよび緩和領域における患者家族、遺族の心理面（悲嘆など）への介入 

・スタッフのメンタルヘルス支援および関係者への助言 など 

 

3、習得目標期間・タイムスケジュール 

個々のキャリアや能力に応じたプランを検討するが習得すべき内容の目安は下記のとおり。 

【1年目】 

いずれも教育担当者の業務に同行または指導を受けながら習得を目指す。 

・チームの活動における役割や業務の流れを理解しチームメンバーとコミュニケーションがとれる。 

・チーム加算取得に関する事務的作業ができる。 

・教育担当者が担当するケースを通して心理アセスメントの方法、介入の仕方、他職種との連携

を学び、ケースについてまとめることができる。 

・心理検査および結果報告が一人でできる。 

【２年目以降】 

いずれも教育担当者の助言を受けながら段階的に習得を目指す。 
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・精神科リエゾンチームへの依頼患者についての情報収集、精神科医への説明ができる。 

・自らケースを担当し、心理アセスメント、介入、他職種との連携ができる。 

・診療科や病棟のカンファレンスに出席し、ケースについて心理の立場からの意見を述べることが

できる。 

・家族や遺族対応、スタッフの心理支援ができる。 

 

4、研修プラン 

【院内】 

ケース検討や研修報告等を定期的におこなう 

【院外】 

茨城県公認心理師協会の研修会に参加する 

日本臨床心理士会が実施する研修会への参加を検討する 

その他、専門領域にかかわる学会や研修への参加を検討する 

 

5、認定資格・取得者数 

認定資格（2020年 4月 1日現在） 

・臨床心理士 （日本臨床心理士資格認定協会） （取得者数 2名） 
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作  成 日 ： 2020年 8月 

作     成 ： 診療技術部教育委員会 

編集担当者 ： 池田・石黒・糸賀・江口・中川・村田 


